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〔資料〕

学吉Bゼミナールにおける経営学教育の方法と実践

一工場見学・英語教育・論文作成とインターゼミナールー（２）

洞口治夫

の理解は'１１]違いではない。とりわけ基礎的な概念

の皿解が|水ljilliであり，高度に'111象Ⅱ<)な概念をⅡ}い

た思考力を要求する学問の場合には，それが当て

はまる。たとえば，マクロ経済学や国際金融論な

どでは}'11象|Ｍ１考の果たす役;!;||が大きい。国民経

済とその成長，所得分配と利子率，合理的191侍形

成とインフレーション，為替レートとリスクヘッ

ジといったＩｌＭ念は，実態を視}O的に観察できず，

統計数値の意味を読み取ることから入門編が始ま

る。また，計量経済学では人J:的な概念や数]111統

計学の基礎を11111Wすることなしに論文を読み，１１K

解することは小川能である。収穫逓減やトランス

ログ費)11関数，最尤法といった概念がその例であ

ろう。教科書を必要とする学ⅡⅡ領域は，明らかに

存在する。

筆者の学部ゼミナールにおいても，英語の教科

書を利川する合間に日本語テキストを輪読してき

た。第９表に掲げたように，経営戦略，国際金融

といったテーマのテキストをIMi読した。その経験

が教えたのは，次のようなIlji向であった。すなわ

ち，大滝．金朴山'1北岩Ⅱ］［1997］といった入

|Ⅱ]的な経常戦ＩＩＩ編hのテキストでは内容的に易しす

ぎるために，参考文献でⅢUされている論文を読

む必要があった。「内容的に易しすぎる」という

ことの意味は，テキストの内容は学生が独習で１１１１

解しており，さらに議論を深めるには材料がﾌＭ１

であった，ということである。

逆に，学術論文と同じ程度に難解であるか，そ

れ以上に読みづらいテキストもあった。論文より

も読みづらいテキストを読むのであれば，直接，

論文を読むほうが教育的なメリットがある。それ

は，ゼミナールの学習における最終|」的が論文を

書くことにあり，知識の暗記ではないからである。

以上を要するに，易しすぎる教科書であっても，

難しすぎる教科書であっても，引)Ⅱされている論

はじめに

１．ゼミナールの年間計画と意図

２．専門英語教育

（以上，第43巻第３号）

３．レポートと論文の添削

（以'二，本号）

４．インターゼミナール

結語と課題

3．レポートと論文の添削

論文を読むという指導方法

筆者は，ゼミナールでの教育において論文指導

を重視している。工場見学，教科書の輪読，イン

ターゼミナールといった活動は，すべて卒業論文

に結実すべきものである，と考えている。論文作

成のための指導方法には，数多くの工夫を重ねて

きた。二年生には「進級レポート」，三年生には

｢進級論文｣，四年生には「卒業論文」の提出を義

務づけている。

筆者の発案した兀夫として，もっとも強調され

るべきなのは，「教科書ではなく論文を読ませて

レポートをまとめさせること」である。ゼミに参

加する学部学生が，論文作成の準Iili段階であるレ

ポート作成の時点から，大学教員の発表した論文

を探し，読む。この論文を中心にした学習法は，

大学教育，とりわけ経営学教育における「コロン

ブスの卵」的な発想であるが，筆背が15年間の教

育経験で学んだ極めて有効な教育方法である。

一般に，教科書，概説書，啓蒙書は学'111の基礎

を解説したものであり，論文は学IＨ１の先端につい

て発表されたものであると理解される。したがっ

て，大学においては学問の基礎を教科書によって

学んでからのち，先端的な研究成果を論文によっ

て学ぶべきである，と指導する場合が多い'・そ

Hosei University Repository



１１８学部ゼミナールにおける経営`11A教fiの方法と実践一兀場lil学・英語教育・論文作成とインターゼミナールー（２）

文にはl」をとおす必喫が生まれた。それならば，

品初から論文を読むことが，－つの試みとして了

されるかもしれない。

第９表ゼミナールで輪読した日本語テキスト

2()02年陵

2001年度

1998年度

1997年腰

ｲｉｊＩ２淳蔵・奥村'１/ｌｌ１ｌｉｉ・jll棚17忠リル1'17''１(i１１次Ⅲ'１『経営ilUUlI編iii」イ丁斐'3'’2001ｲ|{・

須l[l美矢7．『ゼミナール|正|際金融入|Ⅱl』’二|ｲX経済新111｢Ⅱ(|:，1996ｲ|ｉ、

大滝精一匝金)|:－１Wi・ｌｌｌｌｌ１英夫・岩ｌｌＩ智『経営戦略一(ill造`|'|;とI<|:会性の追及一』イi斐閣，1997ｲ|名．

チャールス・ベイドンーフラーージョン．Ｍ、ストップフォード

『成熟企業の復iiIi-ヨーロッパ企業はどう蘇ったか－』文irMt，1996年．

(１１|所）筆iLr作成。

論文作成の目的

学部ゼミナールにおいて学生に論文を作成させ

る|='''１<)は，研究者の養成ではない2゜①論HIV|<l思

考能ﾉﾉの育成，②情報収集と熟I1lI1のiilll純，③デー

タ処1111,④教科書・論文の読llWriliﾉﾉのlfil上，⑤'三｜

本訂i作文能ﾌﾞ]のlfTl-'二，⑥インタビューiillil沓を通じ

た社会性の獲得，⑦プレゼンテーション能力の育

成，といった教育'二|的のためである。この教育'二１

１１<lは，大学教育においては伝統'1|<1なものであり，

とりわけ目新しいものではない。

）lllの表現をすれば，リベラルアーツに必要な多

くの要素が論文作成というプロセスに含まれてい

る，と言ってもよい。短Ｉ９ｌｉｌﾘ視111で実務に役立つ

知識を教えたり，現実のビジネスで行われている

iiM1lを模倣させたりする教育方法とは典なって，

論文作成は「なぜ」粛要なのかを||Ⅱいかける知|(|<ノ

な作業であって，そこで身についた考え方，川考

能ﾉ]は，－４|i役立ちうるWt格0)もo)である。論文

作成は，その作成時点ですぐに「役に立つ」もの

ではない。しかし，考えるﾌﾞﾉ0)漣成という課越が

'1W〔胸化することもない。

論文のテーマは企業経常から選１１(される。経営

学部である以上，それが共皿のllIllIIj意iiiIIiである。

その意味でリペラルアーツからは速い|}ＭＩＪ設定が

なされるようにも感じられるかもしれない。しか

し，古典文学や科学史，美術史などだけがリベラ

ルアーツなのではない。ある研究対象がリベラル

アーツであるか帝かは，その研究対象にアプロー

チする人の学IMllW態度によって定まる。ハ'ン・トゥー

(howｔｏ）を|川うという姿勢によってlHiiめば，古

山文学や科学史，美術史ですら，１１１なるl支術論に

なる。リベラルアーツが「教漣」と訳されうるに

は，知性の働きかけが必要であろう。それは，

｢なぜ」という'H1いにⅢ論的仮説を持ってlhlかう

精illlである。

経尚学の論文については，専l11lH語白体が－．股

ＩＷな意'１ﾉ|(からさほど乖離していない場合も多い。

製造コスト，企業の競争力，多角化新製,Ｉｉｉｌ１Ｉﾙ１発

などは，教科書を参照しなくとも，用語を調べる

程度で意Ⅱ|<をIⅡ111Ｗして大きなｌＩＩ１違いをすることは

少ない。コー７１ルート・ガバナンス，取り|ツilllと

いった専|Ⅱ１１１１計}に11l会った時点で，教科書・概説

書を読めばＩｌＭ念のｌＷｌＷは比較｢１９容易である。マー

ケティングをテーマにする場合には，実態ｌＷなⅡイ

あるいはサービスを観察して議論を進めることが

できる。この怠昧で，経営学は初学者にとって

｢とつつきやすい」研究分1117であると言える。

経悩'学0)多くの分野では，論文を中心に，学生

の選択したテーマに関連する文献を集め，読み進

むことがTTI能である。アメリカの大学においては，

学部教育のレベルから読みやすい論文を染めた

｢リーディングス」を与える場合があるが，日本

の経営学1ﾘ}ｿＷｒによるIiⅢ}究論文の蓄積も，リーディ

ングスを与える水準に到達している。その一方で，

法政大学経営学Hllの学生について言えば，数式の

ない論文であれば，的確に１Ｗ岬する知的水準をＩＩｌｉ

えている３゜

論文検索

学生がに|らの研究テーマに沿った先行研究を探

すときには，経済学・経営'学の論文データベース

を利１１]するようにＩＨ導する。大阪市立大学経済1Ⅲ｛

究所による「OCUlDRI-Bi1)Iio（経済学文献'二|録）

へようこそ」！という検索サイトを利川するよう

に学生にlMiめている5．論文タイトル，著者名，

キーワードから論文を検索できる。また，｜玉lJIﾉﾝｌｉＬｉ
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論文の書き方

論文0)書き７１丁についてのプノイドブックは数多い。

|Ｈ１題は，そうしたプノイドブックの多くが冗長であっ

て，読み皿すことに困難を感ずることである。す

でに洞|｜［1998］では，簡潔な「マニュアル」を

準IllL，大学院生，学部上'二に一読を薦めている。

要点をまとめればＭ|くのとおりである。

第一は，論文を計く前に論文を読むことである,

教科書，ビジネス書の類しか読まずに論文を書く

ことは脳かしい。一本でも多くの論文を読み，そ

の)|ｼﾞ式を１１〔似ることが|′i;成の近道である。

館二は，論文が定型化された形式を持つことを

IⅡ１１１Wすることである。①課題の設定，②先行研究

のサーベイ，③III1諭ないし実証研究，④結論，と

いう４節だての}脚成は，いかなる論文においても

同様である。これに実証データを示す図表，注，

参考文iliIが力Ⅱわる。

第三は，回笄が得られた|川題が課題となる，と

いう灰復されたjil｣(考回路を持つことである。誰に

とっても１１W決不可能な|川魍を論文のテーマとして，

｢１１W決小可能であった」と記しても貢献はない。

ある一つの発見を１１１心として，なぜ，その発見に

注|=|したのかを説|ＩＩするプロセスが論文作成であ

る。その発見をするための作業が必要とされるこ

とは言うまでもない。

第四は，論文作Ijjbにいくつかのルールがある，

ということである。文体としては「である」調に

統一するというルールがある。また，「近年」「最

近」などの|瞳'11《な尖現は避けて研究対象としたイド

数を記入する，というルールもある。柱をなぜつ

けるのか，参考文献リストをつける意味はなにか，

等々についても学生に説|ﾘＩする必要がある。

報学1iⅢ究所のＣｉＮｉｉ（サイニー)'１も|(''１１１)]的に利

川する。このサイトでは，直接にダウンロードで

きる論文があることがメリットであるが，データ

ベースが大きいために検索にヒットする論文が多

くなりすぎるＩｌＪ１向がある。

データベースのない時代には，教科書・概説書・

啓蒙書を読み，その参考文ilil<リストに牝)げられた

論文を探し，さらに，その論文に禍減されたりⅡⅡ

論文を読む，という過栂が必喚であった。データ

ベース0)登場によって，ｎ分のllLl心0)あるテーマ

について，直接論文を探すことが１１.能になった。

また，教科書が出版された時点から後に公表され

た論文を探すことも容易になった７．

人学教員にとって大切なのは，「学部学生には

論文を1111解する読解ﾉﾉがない」という｣ilAい込みを

排除することであろう。法政大学0)学部学生の｢'１

には，さしたる解説をしなくても，経営学に関す

る'１本語学術論文を読むﾉ]のある学生がいる。か

りに，そうした力のない学生であっても，論文を

輪読することによって，読解ﾉﾉを麓うことはでき

るであろう。教科書をlliili読するか，論文を輪読す

るか，という指導方法の選択のlHl鼬がある。

２ｲ'三４１Ｚの|時点では関心のあるテーマにしたがっ

て論文を収集し，そのなかで，読める論文を読む。

３(｢化では，それらの「、l±１い論文」を1111解する

ために必要な概説書を改めて読む。その'''１，番で学

習することによって，学竺'三の経営学に対する卿|U|（

が主１本的なものとなる。なぜなら，「i｢iil上|い論文」

には，謎解きがあり，発見があり，具体ｌＷな知|`|<ｌ

作業が見えるからである。教科書は，そうした論

文作成の作業を土台としたＩＭＩ説であるがゆえに，

謎１１Wきの楽しさを伝えるものにはなりにくい。

筆背の教えてきた大学Lliには，’二1本の人学紀哩

にIuiIikされた経営学論文を読破するﾌﾞﾉがあったⅡ。

彼らには批判能力も備わっており，コピーをとっ

たIiiI本かの論文のうち，「使い物にならない」人

学教員の論文を指摘してくれた9゜彼らが厳しい

評Illliを下す論文に曰を通すと，’三|本全|玉|の商学・

経営'学関係の大学学部において，論ＩＷｌＷｉ成能力

が低く，一次データにもとづかず，持論を展|)IiIし

ただけの論文が大学教員によって発表されている

こともわかる。

２年生の進級レボートーある種の限界一

節10表は2004〈１１唾の２〈|ﾐ生の進級レポートのテー

マ一覧である。これらの進級レポートのｌｌＩ究テー

マは，学生が独'二|に設定する'０．学生のllMlI発見

の結果がEIUげられているといってよい。しかし，

ここには次のような'１１１題が生じている。すなわち，

第10表に現れた|ﾘﾄ究テーマのすべてが，なんらか

0)形で過去１０(Mi1度'１の'''１にゼミナール参ﾉⅢ学!'i

が選んだテーマとrllなる，という事実である。学

生が独に|に設定する1ﾘﾄ究テーマの'幅は，それほど

Hosei University Repository
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広くない。学生が自['１に課)１１jを識疋した場合，彼

らを111り巻く環境と経験にｲﾘﾄ究テーマの設定がIli'’

約される。こうした問題を１１仰決するには，やや広

いテーマを教員が設定する，という方法がある。

後述するグループ研究という教育方法である。

論文作成の方法を身につけるには一年では十分

ではないので，二年生からゼミナールへの参加を

許TTIし，進級レポートの作成を指導する。二11{生

での指導の求点は，注の書き方，参考文献の記載

における「」と『』の意味の違い，表につけ

るlllmTの意味などをIll1lW1させる。いわば，論文作

成0))|診式を先に教える。ｉ三ｉｆのつけ方の'三|い著作が

ＩＭｌｌ窃となることを教え，先行研究における誤りを

探してよいことを教えることは，高等学校までの

教育と大学での教育の本ＨＩＷな違いを教えること

につながる。

人学受験を前提とした高校までの教育には「Ｉ１ｉ

Ｉ１Ｗ」が存在しⅢそのI[１１Wを|暗記するという作業を

ii','iたした者が商い得点を独得する。教科書には'１ミ

１１Wに至る論肌が記載されており，それをｌＷＷし，

,,編uするという作業が'11心であって，ｉ｢ｌｉ校生がに｜

ら論Illを創り上げる作業を行うことは柿であろう。

入学において論文を読むこと，すなわち研究をす

ることは，高校までの作業とは全くｿLなる。ｌｌｌ１Ｉ１ｗ

するべき対象としての論文については参'1((とりⅡⅡ

が許されており，暗記すべき対象ではない。

大学２年生の後半に作成する進級レポートは，

ゼミ学生が日本語文章ﾌﾞﾉについて0)H;ｌｉい滞在能ノノ

をｌｌＩ１花させる場となっている。IiillⅡ|かO)添i1illとい

う作業が必要であるが，その際に文体の統一といっ

た点に注意を|喚起すれば，レポートとしては十分

な文章力を身につけることができる。派i1i'|作業に

は''〈fllllが必要になるので，教員一人が指導可能な

学生数はlIi｛られてくる。しかし，その後，３年生

での書き直しが繰り返されていけば，本稿のFＭ（

に細介したように法政大学の学外の懸賞論文とし

ても評I111iされる文章になる。

筆背がゼミナールでこうした指導を行うのは，

ｌ月末の１０|末試附伽0)のち，２)］から３月という２

ヶ月ＩｌＵである。つまり，すでに成績評(iIliの終わっ

た学生に対して，翌年のために指導をしているこ

とになる。

法政大学をはじめとして私立大学では前期・後

１０１各15週ｌｌＷｉ１Ｉ蔓を授業に;!;'|り当てている。法政大

学の場合，１月には１週|M1の授業があるだけでlUl

未定'9|試験が１月末から２月第1週まで続く。２

月は入学試峨のシーズンである。３ﾉｰＩには卒業判

定がある。この２ヶ)]ＩＨＩ，授業はない。ＭＩＩ末試験

が終了して新学!！'が始まる２月から３月までの２

ヶﾉｰ'''１１に，研究宗に学生を訪ねさせて，添iIill指禅

を行う'2．大学入学試験'三lには午後４時頃まで大

学受Wii生以外の入校が禁｣'2されているので，その

時ｌｌＩ１以降にゼミ学生を研究宝に呼ぶことになる。

２人から４人程１隻の学生をグループにして添ilill

指導を行う。すでに述べたような注意点，すなわ

ち，文体，注・参考文献，橘成については共迦し

たｌｌＩｌ迷いをしている場合が多く，’二|顕で0)コメン

トは此皿するからである。また，グループでくる

ことによって|也の学生の進行状況がわかる，とい

う効Illもある。派i1illでは文章ないし文節単位に校

Ｊ１ﾐすることは稀であり，段落単位で「書き直し」

を指示することが多い。短文で書くことを強調す

る梢1MIで，学生は，その節全体を書きなおして良

い文章をつくる。学生が|とＩら読み直し，瞬き直す

機会を与えると，より良い文章が生まれてくる。

第10表2004年度洞口ゼミナール２年生進級レポート（15期生）タイトル

｢スーパーにおけるIＴ投了Tとレジ業務の改善策

一竜二｢IIUl札，セルフチェックアウト・システムの導入意義を考察する－」

｢ショッピング・センターの叢ｌｌｌｌｌ化戦lllH-シネマコンプレックスのｲi効性を探る－」
｢'三|米航空Tl1場における新)↓,l参入をめぐる１１１１向」

｢｢１本におけるルイ・ヴィトンのマーケティング戦１１１%について

－なぜルイ・ヴィトンジャパンが成功できたのか－」

｢環境報告書に見る企業の蝿1iiiマーケティング－環境報告書が読背に与える影響とは－」
｢ウォルマートの海外展|Ⅱ'一|]本TIj場における流血il1lilllHのＩｉｉＩＩ１立一」

｢農産物地域ブランド化iiiItlllH-｢１１国lUj(売を|=|脂すiWilMl茶をZlTIﾀﾞｌｌに－」
｢なぜ中国進Ｉｌｌにおいて先発11ﾉrである資11見堂がロレアルに追い越されたのか

－国際経営iiilUllHとブランド戦''１冊を''１心に－」

(Ⅱ}所）２１１州1;成。
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第11表2004年度洞口ゼミナール３年生進級論文（14期生）タイトルと２年生の進級レポートでのタイトル

（）内は2003<|：２ｲ|:生||；↑点での進級レポートのタイトル

（）がないものは３('三次よりゼミナールに参ﾉﾉ||ないしは１W学による

｢真IIliがｌＩｌｌわれる輸入住宅一住文化のllilii人は'三１本で受け入れられるのか－」

(｢顧客llUi得のための差>}||化iliIUI1H-輸入住宅はなぜ'三1本の住宅ilj場でｌｉｉＩｌｉ立できたのか－｣）

｢通信販売の基本特性と流i、システム－１１１１故物流センターを本社に近慨して柴111立地させるのか＿」

(｢j､信販売における総合皿ⅡI(o)lliZi換'111

-1996年から2000年においてI1Iilil(総合迦販当社の業絨が急悪化したか＿｣）

｢ＲＦＩＤの実川化の標準化一成ｌＩ１空港のZ1｢例一」

｢なぜジュニア服企業はローティーン雑誌に広告を載せないのか

－ピチレモン，ニコラにおける広告特徴から検証する－」

｢外資系企業は，何を求めて水ｋＩ:を]>:lUlさせるのか

－産業クラスターにおけるディペロッパーの17剛)を皿じて探る＿」

(｢外資系企業の本社立地状ﾙﾋとディベロッパーの活動一外i坐t系企業に好まれるオフィスを探る＿｣）

｢''１小企業発展のためのアウトソーシングーなぜ費用よりも戦略をI'ii<Iけるのか－」

｢'二|iﾘlIl〔朧業におけるモジュール化に対する部,Ｉｉ１｢リプライヤーのﾘﾘ),イリ

ーなぜ日本の'二|勅''I部,Ｉｉｉ１,サプライヤーがモジュール生産を進めているのか＿」

｢新市場(i'|造におけるブランド|櫛築と技術戦''1バ

ーなぜ新規参入企業の花]ﾖがIuLflI1111Tlj場で優位を保てるのか－」

(｢花王の特定保健Ⅲ食,Ｆ１のIjlUｿﾉに見る「ブランド」の何効性とr肛哩性

一信獅という「ブランド」は業界を超える－｣）

｢成熟TIT場におけるＭﾉlIl〔ディーラーの販売戦''１バ

ーどのようにして顧客ｉ１１１ｌｉ｝１１腱を:':場させ優位性を持つことができるのだろうか－」

｢航空業界のグローバル．アライアンス

ーなぜ各航空会社はiiMlのとれた怠思決疋をすることができるのだろうか－」

(｢航空業界のグローバル・アライアンスー競\1優位のためのＦＦＰ－｣）

｢['本企業における燃料f[i池'二'1'ﾘ)''1の技術')卜'発一企業'ⅢＩ係のII1論と)iiE学述州の''1論からの考察一」

(｢'二ｌ１ｌｉ１ｌＩ'１:業界における燃料fli池技術がもたらす業界織造のlIiii換一ホンダの企業'ⅡⅡ'４１係からの考察一｣）

｢広告宣伝iili動から兄る資生《''1のマーケティング_なぜ，資生堂は'０〈米諸'正'で知名度が低いのか－」

(｢広告宣伝に見る黄L上堂のマーケティング－外資系化糀ｌ１ｉｉ１,企業に対抗して－｣）

(lllmT）筆背作成。

３年生の進級論文

iliil｢|ゼミナールの３ｔF生は，すでに２年生の３

)=１，あるいは，３年生の４月ごろまでの'１判}'１をか

けて２fF次の進級レポートを作成している。その

後，３年生の夏休み1011111には，後述するグループ

研究にﾉ]を入れる。グループ1ﾘ}究0)完成はlOj二I頃

である。その後，３年生としての進級論文の作成

にはいる。すでにやるべき学習作業が十分に多い

ために，進級論文を廃｣|ａすることもゼミ学生と話

しあったことがあるが，四fLr生の卒論0)準ＩＩＩｉとし

て作成しておきたい，という学生の市が多かっ

た'3゜

こうした情況を勘案して，３ｲＩｉ生には「進級レ

ポートに』'1えて１本の論文を読んで，進級論文に

反'1ﾘ(させること」を求めている。以下で詳述する

グループ研究が，十分に人きな作業を必要とする

ためである。

第１１表には，３年次進級論文のタイトルを掲げ

た。３ｲ'三生の提Illする進級論文には，いくつかの

Iili類が混ざる。

第１は，３ｲＩｉ生からゼミに参加する学生がいる

ために，彼らに対して進級レポートと同じ指導を

急速に行う必要がある。２年次にゼミナールの参

加をしなかった0)は，ｌｲ12次に選考があることを

知らなかった学生が多いためであり，ゼミナール

への参ﾉⅡ|が３年次からだと思い込んでいた学生が

多いことによる。３年次からゼミナールに参加す

る学生0)モチベーションは高く，彼ら．彼女らの

能ﾌﾞﾉは，２年次から参ﾉﾉ|lしている学生と比較して

低くない。
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第２の祁類の進級論文は，２年次に作成した進

級レポートをもとにして，さらにインタビューrilM

査を加えて，考察を深めたものである。彼ら．彼

女らは，グループ研究の合間をぬってIlBil人的にイ

ンタビューを横み重ねており，その結果を進級論

文にまとめて提出してくる。

鋪３の種類は，コイ｢次に提Ⅱ)した進級レポート

から，ほとんどなんの変化もなく，指導教授の言っ

たとおりに「１本の論文を読んで，その内容をま

とめて進級レポートにIⅡえる」タイプである。こ

のタイプの論文を提lllする学生のほうが，提'１１時

期が遅くなる傾向があり，彼ら．彼女らが，それ

なりに悩んだ結果として，多くの作業をⅢⅡえられ

なかったという結果を示していると考えられる。

第４の種類は，２年次の進級論文とは全く異なっ

たテーマに変正して，新たに進級論文を作成して

くる学生がいる。筆者は，進級レポートから進級

論文には，なるべく連続性をもたせて関連する論

文の読破を求めるので，こうした事1列は多くはな

いが，２年次に選択したテーマから離れたテーマ

を新たに選択した学生は，それなりに情報とllLl述

論文を読破して進級論文を提ⅡＩする事|ﾀﾞＩｌが多い。

３年次の進級論文をみると，専門課程の教科で

学んだ専門111語が活かされていることがわかる。

｢朧業クラスター｣，「アウトソーシング｣，「モジュー

ル化｣，「ブランド構築｣，「顧客満足１隻｣，「グロー

バル・アライアンス｣，「産学迎携」といった専'''１

用語が，３年生の問題意識を榊成する概念となっ

ていることがわかる。２年次での問題意識は，ｉｉＬｉ

費財にリ|き寄せられた産業への関心に依存してお

り，広い意味でのマーケティングの領域に係わる

ものであるが，国際経営を学んだ３ｲ1辺'三にとって

は，そうしたllII題意識は，専'''1性をもった特殊ケー

スとして意識される。

枚（約55,000文字分）という分量である。

４年生が卒業論文として提Ｈ１してきた約55,000

文字という分量には，図表，参考文献，写真も含

まれる。しかし，概算で40,000文字を超える程度

の思考を集約したという意味で，卒業論文の作成

が知的な作業能ﾌﾟﾉを押し上げるものであると言っ

てよいであろう。’'1学校・高等学校での「作文」

が400字から4000字という分量を平均的な水準と

して前提していることに比較すれば，大学での卒

業論文作成という作業は指数的な増加といってよ

い。４万字という文字数を使って,'&弩した結果が

卒業論文である。

第１２表には2004ｆｒ度，鋪13表には2005年1隻の卒

業論文タイトルを掲げた。４年生の卒業論文では，

経営'学の１１１１論と対話した1}{究が生まれる。ＥＭＳ

と取引費111,関係性マーケティングと納豆販売，

快楽消費とおまけつきお菓子など，学生の関心の

対象となった研究対象を説lllする原1111として経営

学の学説がⅢいられる。また，そうしたIML論的な

探求に到達している学生は，インタビュー調査や

アンケート調査を行ってもいる。

論文「ローティーンの賦賀行動に|ＩＩＪするアンケー

ト調査一ファッション誌と会話を重;祝したアパレ

ルのマーケティング活動一」では，女子中学生の

消費行動のインタビュー調査とアンケート調査を

行った。論文「玩具菓子１１＃入からみた快楽消費一

チョコエッグとキンダーサプライズをrlJ例として－」

ではイギリスと日本の小学生に対するアンケート

調査を行っている。

論文「国産チューリップ球根の生産プロセスー

富111扉球根はどのようにオランダ産球根と対抗す

るのか－」は，常111県のチューリップ栽培農家に

２回，各１週llllの住み込みを許されて，球根の収

稚作業を手伝った参与観察筒[l録である。富'１１のチュー

リップ栽培農家に導入されている球根収稚１W機械

は，それを利１１]してもかなりの柵隻に労１Ｍ集約的

であり，外国庫チューリップとの競争上の優位を

見つけることが困難なことが報告されている'１゜

ここで強調すべき点は，学部学生の卒業論文と

して大学四年間の学習成采をこうした優れた論文

の形式でまとめる学生がいる，という事実である。

経営学の基礎｢|<lな文献を読み，１ﾘﾄ究テーマに関連

する論文を読み，富山での現地調査と参与観察に

2004年度４年生の卒業論文

４年生の卒業論文を特徴づけるのは，そのボリュー

ムである。2005年度についてみると，２年と'三の作

成した進級論文の最小枚数はＡ４で17枚、臓大

で37枚であり，平均は26.2枚であった。フォーマッ

トはＡ４版，４０字×36行である。４年生の卒業論

文０)場合，最短で29枚，最長56枚，平均38.6枚で

ある。400字詰め原稿111紙に換算すると平均138.8
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第12表2004年度洞口ゼミナール4年生卒業論文（13期生）タイトル

｢技術特許に関する知｢l<｣１１ｲ)雌椛の係イ’

一リスク・マネジメントへの取りIⅡみが係争のji1Ⅱ｛Tlにもたらす１１牌''１－」

｢関係性マーケティングにみる納豆１１７場におけるイノベーションの必要`|ﾉ'１

－業績を拡大しマーケットリーダーに勝つために必要な嬰素とはliilか－」

｢国産チューリップ球根の化朧ブロセス

ー富'''１韮球根はどのようにオランダ'韮球根と対抗するのか－」

｢ローンティーンの購買行１１WにULlするアンケート調査

一ファッション誌と会話を〕Ｍ１したアパレルのマーケティング1,1mi)１－」

｢玩LL菓子購入からみた快楽梢Y』ｉ－チョコエッグとキンダーリプライズをzll例として－」

｢ＥＭＳ企業の'1本における11(収ilililllH

-ソレクトロン社は:'剛〔統合的な買収戦略に移行していくのであろうか－」

｢小売業におけるＳＣＭの股IⅢ'一イトーヨープノ堂のサプライ・チェーンは競争優位をもたらすか－」

｢１１１食TIj場におけるコンビニエンス・ストアの競争戦ｌＩＭｆ－おにぎりの新ＩＷｉＩ１ｉｉ１１Ｉ)ﾄ１発にみる－」

｢AftornoonToaブランドにみるiiIUl〃|ブランドを利1Ⅱした異業椰'１業展|Ⅲlの可能性

一ブランドにまつわる'１M念Ｉ剛!とアンケート調査を'''心に－」

('１１所）筆者作成。

成功している。デジタル・ノノメラによるjTL本｢|<1な

｢農|′|;業道具」の記録，lliHllUを辿ったフィールド・

ノートの作成'5など，社会科学0)傾城のみではな

く，ＴＩｊ場調査，コンサルティングにまでjmnlⅡする

基本１１<]な調査技法を(|多得している。

参与観察に成功した研究者であればl1l1I1WTTI能な

ことであろうが，現場に受け入れられるためには，

人ｌｌＩ１的な謙虚さを必要とする。高橋論文は，調査

に成功しているがゆえに尊いが，それ以｣二に，調

査に成功しうる人柄をIlliえた学生が行っているこ

とが，大学という教育機関にとって尊いのである。

11}念に洲べたのち，雑誌社，アパレル会社にイン

タビュー洲査を行い，双方の戦略[|<]な依存関係を

燗ⅡＩした。

論文「外資系企業は何を求めて立｣也選択するの

か－産業クラスターとディベロッパー0)ｉｉＭ１を通

じて探る－」では，東京の大手ディベロッパーに

よるオフィス・ビル|ﾙ１発が，外資系企業の立｣ｌＭｌ

ｌｈｌに影響を与えていることを丹念に調べて地図_上

に示し，六本木を''１心とする森ビルと丸の内を''’

心とする三菱地｢ﾘiの対抗関係を明らかにした。論

文「'三１本企業における燃料電池自動車の技術|Ⅱ１発

0)!｝ｿ1向一企業''１１提携の有効性と産学官連携の|H1題

点を探る－」では，燃料電池開発にかかわってい

ることがⅢ}究論文からllIi定される大学研究者に対

してインタビュー調査を試みた。

こうした卒業論文は||多士論文と同じか，それを

上lnlる水叫kに達していると評価できるものもある。

しかしながら，それらは公表されることなく，＃庇

者の研究室に保管されている。以~卜に述べる法政

大学の懸'賞論文flill度の)jtj藻期間の後に論文が完成

するからである。前述した高橋論文も，その完成

が四年４１１の後IUlであったために，法政大学懸賞論

文をはじめとする発表の機会をもつことはなかっ

た。完成した各学ｲ｢｢の論文は，ＣＤ－Ｒに保存し

て翌年のゼミ学生に配布している。

2005年度４年生の卒業論文

２０()5年度の卒業論文も力作が多かった。サブタ

イトルに掲げられている企業が示すとおり，イン

タビュー調査を行った刺ﾀﾞ''1｝}究が多く，論文「上

海乗lUIlITlJ場における消費者怠搬一｣ｪ海大衆汽lElI

と餅ツー汽車トヨタをzIiｲｸ'|に－」では，’'1国と'三１本

において消費者の購買動向調査を行いフォルク

スワーゲンの人気が上海で落ち込んでいることを

数品｢|<1に示した。論文「記zl｢広告「特柴」の役割

を探る-2004(｢における『ビチレモンル『ニコラ』

をzllilﾀﾞ'1として－」では，ティーンズlhlけ女性雑誌

の特集記事がアパレル産業を特雌することが多い

ことに着'三'し，『ピチレモン』と『ニコラ』の二

誌において特集記事が組まれた|Ⅱ|数とページ数を

Hosei University Repository



１２４学部ゼミナールにおける経営学教育0)/'/法と災践一兀場見学・］)〔語教fii・論文'１;成とインターゼミナールー（２）

第13表2005年度洞口ゼミナール4年生卒業論文（14期生）タイトル

｢セシール，ムトワ，ベルーナにおける'1ｲ務諸表分析

一延!！'と投機のＩＪＩ(１１１１をjiLに流通システムから優位性を探る－」

｢ＩＣタグの研究排１発iliIUll8-人'三1本|弓lI11illlの1（ＩＤＳＩＮＦＥＥＬをII1Il/１１として－」

｢記Z|＃広告「特集」の役割を探る－２()04ｲ|；における『ピチレモンル『ニコラ』を二'1例として－」

｢外資系企業は何を求めて立｣'11選１１付るのか

－産業クラスターとディベロッパーのiili動を通じて探る－」

｢''１小製造業発展のためのアワトソーシング活lH

-成功事|ﾀﾞ'|から見る発展の条件とは－」

｢_Ｍｉｊ乗HlrllTI7場におけるii1iY』t背意織－－|:海人衆汽''1と第一汽I|][トニ1タをＩｌｉＩﾀﾞllに－」

｢特定保健Ⅲ食I1iil1の認証表示ilill腰がl1Hfil1n1,ブランドと成分ブランドにｌＭる影響

一健康1111市場における花];の持続的競ｷﾞ}優位の源泉を探る－」

｢LCCにおけるマーケティングの必要性

一大手から新川lへ顧客のスイッチングをｌＸ１るために必哩な哩索とは１１１か－」

｢'三１本企業における燃料誼池lm1Il〔の技術'''１発の動ｌｈｌ

－企業|H1提携のイィ効性とＷｉ学’１当(迎携の|Ａｌ題点を探る－」

｢欧米諸国における資L|微の広告liilillIif

-アメリプノ市場とフランスTlj場をLlJlﾀﾞ'|として－」

(Illmr）筆背作成。

法政大学懸賞論文

鋼14表は，洞L|ゼミナールのｲi総者が法政大学

懸賞論文に入選してきた論文の一覧である。法政

大学懸賞論文はすでに281m’（2005ｲ1ﾐ)蔓1111布）を数

えるIwi史を有し，蛾優秀賞，優秀賞，努力賞＝俳

作，奨励賞＝入選という４段階の評I111iが力Ⅱえられ

る。最優秀賞の基準は「学会の論文と|行Ｉ等である」

というもので，大学学部生の懸賞論文の水準とし

ては苔し<高い'6．筆者のゼミナールに所属した

学411i諸君も，努力賞＝佳作，奨励賞＝入選のいず

れかの受賞であって，優秀賞には１ｍ|いていない。

本縞目顕（第43巻第３号）で細介したが，外部

の懸`賞論文に投稿し，それによって「I社優秀賞」

や「本賞」という最高の評Illiをi<卜た論文も，法政

人学の懸賞論文では入選ないし佳作であった'7･

法政大学の懸賞論文審査0)水準は，誠に厳しい１８．

２ｲｉｉ生の進級レポートで書いた特徴は懸賞論文

入選・佳作の論文タイトルを一Wfすることによっ

てＩｉｌ１ｉｉ認できる。すなわち，学生の｢|主`ｒ|;にまかせ

た1ﾘ}究テーマの選択は，必ずしも独ｌｉｌｉ'llWな視点を

生み'１'すとは限らない。むしろ，’0年程Ｍこわたっ

て「同じようなテーマ」が繰り返されているとい

う印象を与えるものである。フランチャイズ゛ビ

ジネス，ルt空業界，プライベート゛ブランドなど

のテーマは，何iliかおきに繰り返して取り上げら

れる。入賞・入選に至らなかった論文を含めば，

さらに多い。

学生の'二lji性にまかせる，という教育手法にも

危険があることになる。学生の認知する世界に限

界がある以_上，新たな発見を促すには，たとえば，

大ぐくりなテーマを与えて，そのなかで細分化さ

れたテーマを探させる必要がある。筆者のゼミナー

ルの場合であれば，それがグループ研究に該当す

る。学生をグループに分けて，大きなテーマを与

え，そのなかに「金型」を含めることによって，

はじめて金llil1lﾘ}究へのオリエンテーションが可能

になる。グループ研究は，慶應義塾大学とのイン

ターゼミナールのためにＩ)M始した試みである。以

下では，インターゼミナールの経緯と効果につい

て詳述したい。

（以上，本号）
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絲徴志林蛸43巻４号2007<'三ｌ）１１２５

第14表洞口ゼミナール在籍者による法政大学懸賞論文入賞・入選論文

第20～27回（1997～2005年度）

lml（{|Z度） １１ｔ 学イlミ 氏ｆ/１ 題
=:′塒

iiⅢＩ 

第2０

(1997） 

努ﾉﾉ賞

奨励賞

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

ホー・ライワー

||ル｜]｜患ＩＷｉｌ

'''１ 

iⅡｉｌｌｌ久芙了.

桝ｌ[１俊之

さくら銀行の合|)｢について

96ｲ１２「キリンラプノー 」 からみるブランド・エクイティのｌ１Ｉ狸'|Y|；

Ｍ)１１Ｍi業発展の新契約一端境にやさしい''1つくり－

フランチャイズ・ビジネスの変化に伴う法律ii(iiの整備の必喚性

－サンクスとニコマートの訴訟|}('題の判例研究一

大学の変わるべき姿一学生が)}てめる大学像とは－

ii1i21 

(19()8） 

努ﾉﾉ賞

奨lmI賞

４ 

４ 

ｌｌ１辺泰樹

ｌ;|、ｌｉ１美

プロ1I1i:球とＪリーグの比較Ｉｉ１１究

一人気格鵡の原ｌＸｌと今後一

''１堅企業の経営戦''1Nによる企樂成艮

－「プラザクリエイト」と「ジーエルリイエンス」との比鮫一

軸2２

(1999） 

努ﾉﾉ賞

奨川１１歯

４ 

４ 

４ 

４ 

藤｜}］聡

Ｉ１ｌｉ尾幸恵

Ｗ１ｉ）|：歩 ｢． 

11Ｍ部ｌ腕1t7．

人『11部''１|におけるアウトソーシング利111

ファッションビジネスにけるサプライプロセス革新

－ユナイテッドアローズとシップスの事Iﾀﾞ'|研究一

消費背志lf1の市場|Ⅲ１発にlfi1けての小売業の政策

－プライベート・ブランドのありかたをさぐる－

コーセーと資生堂のマルチブランド化戦略の比較

－ブランド・ノノテゴライゼーションの概念より~

第231回｜

(2000） 

努ﾉﾉ賞

奨ljill街

４ 

４ 

４ 

４ 

３ 

ﾉ|、「｜みずほ

''１村幸恵

ﾉＩ 、 林山１１１１

北Ｈ１僧人

ｉ１ｌＩｌＩＩ鮪山

ソフトドリンクのセールス・プロモーション

－缶コーヒーの懸賞キャンペーンー

なぜノミ久保通りliW辺に外国人)iW住サイは多いのか

ビール業界の環境保全1i剛1の11)(り刑lみ

－ISOl400111I(１４#とゼロエミッションへのキリンビールとア

サヒビールとのllYりiⅡみ比j皎一

総合デイスプノウント・ストアに慨ｲ'優位性はあるのか

－（株）オリンピックの分析一

なぜリボビタンＤがTIT場シェアトップを維持しているのか

－成分宣伝による販売促jlli効果を探る－

jl｢Y241 

(2001） 

(|：作

入選

４ 

３ 

４ 

４ 

４ 

４ 

３ 

３ 

３ 

３ 

ｉｉｌｉＩ１１ｉｌｉｌｉ子

ｌ１ｌｉ－ｌＩｌｌｌ 
ｌ 

ノ

'１１１１本｜ⅡＩ ｢. 

小菅鉄平

宮本 ｉｆ沙捷

lhil本
ｃ－８● 

I胃Ｉ
’一●

(]． 

)|：１]:梨了.

小Ⅲ↓〔）11111

Ｗｉｌｌｌリ１） と

ノ|､宮''１
－０ 

ツＨｆ 
～ 

航空業界における迦貨半額維持の経営,戦略

－なぜ経il1iilill減を迫られているスプノイマークのサービスに定

評があるのか－

｢新川,llli業Ｉ)M発とリーダーシップ」

－なぜプレーステーションはゲーム業界で生き残ることがで

きたのか－

ｉｔ業のデータベース・マーケティング

－ＺｌＴＩﾀﾞ'|：ﾉLUl:と二越のプノードを使った顧客データペース・マー

ケティングを探る－

情報システムの柵築は''1をもたらすのか

－法人Ｉｒ１けコンピュータ|U〔売企業のケーススタディー

サウス'フエスト航空のＣ１００，ハーブ・ケレハーによるリーダーシッ

プは文化の壁を打ち破れるか。

製造物責任における企業の対応の差VILはＩｉ１から生じるか。

－特にスピードについて 2()00年，食''1,1,会社のケースー

宅配寿同|業界のマーケティング比較(Ｉ}究

一売れるIil7の儲かるしくみを探る－

小売業におけるプライベートブランド戦1118

コンビニエンスストア・フランチャイズ戦''1%の比較研究

－ヒブンイレブンとフフ'ミリーマートノⅢIlMするならどﾉﾗらが

得策か－

生鮮Ｗ菜輸入蝋ﾉ)'１のIji(lklと国|ﾉl旅地の対応

－プノボチャのｚｌｉＩﾀﾞ''一
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１２６学部ゼミナールにおける経営学教育0)方法と実践一工場見学・英語教fT・論文作成とインターゼミナールー（２）

('11所）法政大学の掲示をもとに舎ili背作成。

ｌｌｌＺ確な統計データをとったわけではないが，ゼ

ミナールの学生に論文を読ませる，という発想|÷１

体をもたないゼミナールのほうが多いのではな

いか。

２大学院進学を希製する学生にｲ||談を受けたとき

に筆背が袴えるlTL準は，ＴＯＩＤＦＬ５５()点程)笠の英語

ノノと数学的想考能ﾉﾉである。１Ｍ実|'|<｣な'Ａｌ魁として

は，受験する大学院の入試ｌＩＩｌ題が１１Wければよい。

萸語力は，学術論文の作成，｜正|際学会での発炎，

＃I)外現地調査でのインタビューなどにイ《可欠であ

る。大学院入試においてmⅡ訳能力が求められるだ

けであることは，すでに述べた。数学１１<)能ﾉﾉは，

必ずしも経営学分1'１７の大学院入試において不iT1火

ではないが，経済学・経営学におけるIMi;iiモデル，

統計分析を理解するうえで必班となる。

３数学''１<ﾉなアプローチをする論文を学生が探して

くるケースはなかった。この点は将来への課題で

あろう。なお，法政大学をはじめとして，多くの

私]〉:大学の人１１１２試験は奨語・Ｉ盃|語・社会科の３科

［|で受験可能であり，英語・'五|語・数学の細み合

わせで受Wiiをする学生は少数派である。

４１〕Ltl〕://T(1))svOLipcme(lia・osaka-cu、ａｃｊｌ〕／

ｏｒi/s(!a1℃１１/1)１１１〕３／tol〕.I)hｐ３

51997ｲﾄﾞiiii後にこのサイトの存在を最初に兼者に

教えてくれたのは法IH(大学経営,学部・林直嗣教授

であった。記して感謝したい。それ以前は『経済

学文llil(季報』をくまなく調べる必要があり，含ｌｉＹＩｌｆ

が大学院の学生であった頃は，ひとつの人きな作

業であった。検索サイトの存在によって，その手

ＩＨＩが人l111miにiLiけた。学部学生もＦＤ際に論文を探す

ことができる。

６｝lttl)://cLlliLa(1.jl)/cinii/seTvlet/CiNii'１１Cl〕＃

(<'１度） 賞 学｛|そ 氏ｲﾉＩ 論題

th25 

(2()02） 
人選

４ 

４ 

荒ノ|：ｉＷｉ１Ｗ.

三枝木 |【(ｉ

宅ili[|サービス業界のマーケティング戦略ＩＵｉ究

－競イト優位性0)ためのマーケティングプロセスを探る－

'Ｉ１ＳＵＴＡＹＡとゲオにみる`Ｉｉｌｉ報技術と刑l細形態

弟2６

(2003） 
入選

４ 

４ 

鹿島桃

(他'Ｍ）

次|堅}久’1リユ|ゑ

'二|ｲｗ)｢'１小金型製造業における営架１１剛Iの現状

烏蝋冊'1における金融機ｌＭの果たす役;';'１

fi；271Ⅱ｜ 

(2()04） 

佳作

人選

４ 

３ 

３ 

４ 

３ 

４ 

３ 

飯Ｉ１１泰リ１

(ＩＵＭ） 

Ｉ 

郷英文

石火為

(他２門）

付Ｉ１ｌｉｌＵｌ

iWi烏イ|｜リ１

(他５f/|）

Ｉ 

飯ｌ１ｒ黍リム

(他８門）

１１リ郷英文

小川l摸旅館における競ｲﾄ優位性の柵築

－澤のﾙ11旅館が外|正|人客に支持される111由を探る－

食,ｌｉＩ１,リサイクルにおける'１'小企業の１１Yり組み

－新たにビジネスに11)(り)iⅡむ際、どのような嬰素が必要か－

Ill小金型企業の'三１本四|ﾉ、|における)W『たな戦ｌＩｌＨの可能性を探る

－ポーターの差)'''化戦IIIHによって優位性を穫得することはで
きるのだろうか－

小売柴におけるＳＣＭの雁|ⅢＩ

－イトーヨープノ蛍o)サプライ・チェーンは競争優位性をもた
らすか－

hL利銀行によるリレーシニ'ンシップ・バンキングの実践

－温りiL旅灯(専担チーム先jW(による地域活性化に向けた連１Ｍ)強
化一

'１'小宿1141施設みる顧客；lli持戦llH

－[|本とタイにおける外'五1人観光客にＩＩＬ|する実地調査の比llilf-

外寅系企業の本社立地状況とディベロッパーの活動

－外資系企業に好まれるオフィスを探る－

鋼2８

(2()05） 

佳作

人選

３ 

３ 

'1 

３ 

’’'１法ｌ｣I

(他11門）

劉腕ｌｉ１ｉ

(他８台）

桐烏ィlｌｉＭＩ 

ﾉⅡｌｉｉｌＩｉ誠ｌｌＩｌｉ

(''112台）

１１１小企業の経営革新

－環境ビジネスTlj場への参入と法川Ailill影響を探る－

洲|ｉｆ行主導のグリーンツーリズム(こよる地域活性化

日本企業における燃料fIi池|=|ﾘﾘ｣''１の|Ⅱ１発

一戦lINil<l提携と)韮学述挑から技術ﾉﾉの源泉を探る－

''１小金型メープノーによる汽金訓迷

－私募偵発行はｲﾌﾞ効な識金訓|達手段となり得るか－
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「いやしくも学l1llを|と|分のlhiIMiと考える青年は，か

れの使命が－．柿の二重性をもつことを知っている

べきである。というのは，かれは学背としての資

格ばかりでなく，教師としての資格をももつべき

だからである。このふたつの資格は，けっしてつ

ねに合致するものではない。非常にすぐれた学iLf

でありながら，教師としてはまったくだめな人も

ありうるのである。たとえば，ヘルムホルツやラ

ンケのような人がそうであった。しかも，このよ

うな人々はけっして特別のIﾀﾞ'|外ではないのである」

（邦訳，１８ページ)。ウェーバーは，同世代の学背

を，名折しで無能な教師として認定している。フフ，

プノルティ・デイベロプメントの有効性を信ずる立

場からすれば，今，「まったくだめな」教師であっ

ても，将来においては優れた教l1iIになりうる可能

性があることを信じたい。

１３学習意欲の乏しい入学での勤務経験が長い教員

には信じがたいことかもしれないが，洞口ゼミナー

ルの学41を諾71は，［lら指導を受けたいという意ALj、

表示をしたのである。111談のﾄＩＩＴは2006年腱に|ﾉ１１

年生に在締していた学生諸７１であった。もちろん，

学年が)１４なれば，楽な方法でiii位を取得したいと

考える学生諸科が多い年もあるかもしれない。イ

ンターゼミナールで優れたプレゼンテーションを

する先悲，就職活動に成功した先輩，そうした先

輩を|ＡＩ近にみた学生は，折等の効果を知っている。

野球，バスケット，バレーなど，高校時代に巡動

系の活動を続けた学生が多く，コーチによる課外

活動での指導を受けてきた学生が多いことも，Ｊ１Ｍ

Ｉｌｌの－．つかもしれない。

ｌ４この論文の著者である高橋美Ⅱｿ(子さん御本人の

許可を得て，兼者のホームページ，http://www､Ｌ

ｈｏｓｅＬａｃｊｌ〕/~horaguch/indox」】tmlの「リンク

集」に禍iMltしたので参照されたい。なお，以上に

紹介した三論文はいずれも女了･学生による研究で

あり，小学生，女子ＬＩ１学生，チューリップ栽培農

家など〆被調査背との距離を縮めることに1ｋI)]し

ている。この点は，以下で述べる東京大学経済学

部とのインターゼミナールにおいて，藤本隆宏教

授から１１(いたコメントであって，学生への褒め言

葉を頂いたことに感謝したい。ファカルティ・デイ

ベロプメントに必要なのは，適切なときに，適切

な「褒め言轆」を学生に与える能力であるのかも

７毎年４「１，法政入学図書館において，ゼミ単位

でデータベースの識１W会を受けている。法政大学

区|書館におけるサービスの向」:も特筆すべき事リミ

である。記して感謝したい。

８これは過去形で記述されるべきであって，将来

にわたって約束された事柄ではない。

９筆者には，読みやすく，知的な興爾を与える論

文をリーディングスとして編集してみたい，とい

う気持ちもあるが，学生の'''１の心I1llを想像すれば，

「与えられたもの」として存在する諭文集は，教科

書と同じように知的好奇心を半減してしまう効果

を持つかもしれない。自分で論文を探す、という

プロセスが，読みたいという気持ちを引き起こす

ものではないだろうか。

１０学部学生との共同作業を本にしてⅡ|版するケー

スがあるが，その場合には，学上上が主体的に研究

テーマを発尻Lしているか否か仁疑lHlの余地がある。

たとえば|ﾉﾄ丹敬之・伊丹研究室『情報化はなぜ遅

れたか』ＮＴＴ'１１版，2001年をはじめとして，－述

の研究が|Ⅱ版されているが，ＩＨＭ発見能ﾉ]を養う

ためには，学生に独口の課題発見をさせて論文作

成を行わせるべき，と考えることもできる。

11筆皇昔は1991年から学部ゼミナールを担当したが，

1994年８)]から96年８)］まで，アメリカにおいて

在外研究をした。卒業論文としては1992年度から

2005年度までが，本稿執筆時点での脂導学４１１のｲ|ミ

次である。

１２本稿で細介している学生の指導方法は，数ある

方法のなかの一つの試みにすぎない。授業時''１１の

みを「労働l1fllll」と捉える教員からみれば，２１１，

３月に論文指導を行うことは，「学|川ノススメ」と

いうよりも「時|A1外労働ノススメ」として理解さ

れ，反発される可能性もあるかもしれない。授業

のない期IlMに，イＦ１]研究室に皿ってこない研究背

にとっては，学生の論文指導のためだけに大学に

通うのは辛い「l1flll]外労働」である，という可能

′ｌＩｉはある。しかし，／I川研究室に皿う研究者から

してみれば，気分転換の時１Ｍ|に学部学生と話をす

るときに，話遡として論文のテーマが挙がる，と

いう程度のことにすぎないかもしれない。筆者の

場合，午後’１時ごろに学生をl11zぶのは，そうした

意味もある。ｊｌﾘ1の時間は貴重な(ﾘ}先のための時'''１

である。たとえば，ウェーバー［１９１９］によれば，
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ロセスー富|I|産球根はどのようにオランダ旅球根

と対Ｉ)けるか－」法政大学経営学部経営学科．２００４

年腰卒業論文．

チャールス・ベイドンーフラ_・ジョン．Ｍ・ストッ

プフォード［1996］『成熟企業の復活一ヨーロッパ

企業はどう蘇ったか－』文眞堂．

iliill二|治夫［1998］「経営学研究のための論文作成マニュ

アル」法政大学産業情報センター（法政大学イノ

ベーション・マネジメント研究センター）ワーキ

ングペーパー，No.75,1998年４月23Ｕ・

洞口治夫［2002］「マレーシアのロープノル電機メーカー

における工場笹I1I1-jII1Ⅲ:組立型産業における作業

細細の観察一」『グローパリズムと「１本企業一組織

としての多剛Ni企業一』第６章，東京大学ＩＩｌｌ仮会．

マックス・ウェーバー［1919］『職業としての学問』

しれない，と感じさせるものがあったことを記録

しておきたい。

１５洞口（2002）第６章では，マレーシアの超器メー

カーに２週間参与観察をした結果をまとめている

が，高橘論文はi1iil「Ｉ（2002）で行った作業ｴｲ抑）

観察方法を理解し，農作業に応用して実行して

いる。

１６経営'学部から優秀賞が出ることも稀であって，

３１｢Y14表と|荷|じ期'１１１に限ってみると，１(llIf1:健司教授

のゼミナールから1件の優秀賞がでたのみである。

｜(''１行教授のゼミナールにおいて法政大学懸賞論文

への投柵が薦められていたことは，築者のゼミナー

ル学生にも投稿を薦めるきっかけとなった。記し

て感謝したい。なお，ゼミナール学生全且に提１１１

を義務づけたことはない。「'二|信のある人は提ⅡIし

てみるように」と指導すると，たいていの場合，

投下した労Ui｜１時|Ｈ１の長い学411たち数台が応募する

ことになる。

ｌ７こうした論文を)１１Aい起こして「もったいない」

と筆者が思うのは，これらの論文を作成した学41ｉ

が研究者としては大学院に進学を希架してこなかっ

たというＭｌ]があるかもしれない。懸賞論文で人

樹したのち，大学院に進学した学生には，一橘大

学大学院，上智大学大学院，海外剛学といった|ﾀﾞｌｌ

があるが，大学院修了後，いずれもビジネスの'１

V,Lで活蹄している。

１８懸賞論文の審査には，法政大学の専任教員があ

たる。需査に際しては，自分のゼミの学生は除外

するという内規がある。筆者以外の同僚の教授・

助教授によって審汽が行われてきたのであり，そ

のご努力に御礼と感謝を記しておきたい。

尾高)11雄訳，岩波文庫，1936年．
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